
東京大学生産技術研究所

藤井（輝）研究室
［応用マイクロ流体システム］

http://www.microfluidics.iis.u-tokyo.ac.jp/

マイクロ流体，分子生物学，バイオエンジニアリング，海中工学

応用マイクロ流体システムの展開／深海から細胞まで

応用マイクロ流体システム

精密機械工学／バイオエンジニアリング専攻

Ｆ棟１階エレベータホール

ポンプとバルブの集積化
一つのPDMS製マイクロ流体デバイスの

中に２つのマイクロ流路、10個の電気浸
透流ポンプ、５個のマイクロバルブを埋
め込んでいる。

一細胞分析
誘電泳動によりマイクロチャンバーアレイ
に動物細胞をトラップし、エレクトロポレー
ション法で細胞に穴を開けて細胞を融解
させるデバイスを開発している。

分子コンピューティング
DNAに分子レベルでプログラムを施すこ

とによって、電子回路のように〃双安定
な状態を作り出すような挙動をさせること
に成功した。

マンガンイオン定量分析
流体操作機能や検出器など、現場での
マンガンイオン濃度の定量分析に必要な
全ての機構を小型化、集積化したIISA-
Mnを開発している。

深海現場pH計測
深海現場で常にキャリブレーションを行
いながらpH計測を行うことのできるマイ
クロ流体システムの開発を行っている。

細胞ソーティング
懸濁液を流すだけで、含まれる細胞や粒
子をサイズ（粒径）ごとに分離、整列する
ことができるソーティングデバイスを開発
している。

肝細胞培養デバイス
マイクロ流体デバイスを使うことで、より
生体内に近い環境で肝細胞を培養する
ことができる。この技術を使えば肝細胞
の微細構造や機能も再現できる。

多能性幹細胞の分化制御
マウスの多能性幹細胞をマイクロ流路内
で培養し、さらにマイクロ流体技術を応用
することで多能性肝細胞の分化制御を行
うことに成功した。

受精卵培養システム
ダイナミックマイクロアレイを使って、受精
卵細胞の配列、培養、回収といった一連
の操作を自動で行えるマイクロ流体シス
テムの開発を行っている。

ガン細胞捕捉デバイス
ペプチドアプタマーを流路壁面にコーティ
ングしたマイクロ流体デバイスを使って、
転移性ガン細胞を効率的に捕捉する技
術を開発している。
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